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研究要旨：扁平苔癬の病態形成における金属アレルギーの関与に関しては現在のところ明らかにな

っていない。今回、扁平苔癬患者において、金属パッチテストの陽性率、皮疹の分布との関連につ

き、過去 16年間での東京医科歯科大学皮膚科に受診、加療した患者 115例について統計的に検討し、

特に金属アレルギーの関与に関して明らかにする。 

A. 研究目的 

扁平苔癬の原因は特定できないものが多いが、一

部にはC型肝炎との関連や金属アレルギーの関与

などがいわれている。今回われわれは扁平苔癬の

臨床症状と金属アレルギーとの関連について検討

した。  

 

B. 研究方法 

対象: 

1994年から 2009年までの過去 16年間に東京医

科歯科大学皮膚科を受診、加療した 115例につき

検討した。これらの症例のうち薬剤が原因であっ

た症例は除外した。 

検討項目としては、病変部位（粘膜、皮膚爪）、金

属パッチテスト施行例では陽性の有無を検討する。 

患者背景： 

年齢：27 歳-83 歳  (中央値 67 歳) 

性別：男性 43名 , 女性 72名 (計 115名) 

病変部位：粘膜 84 例、粘膜以外（四肢など）60

例) 

HCV: 陽性 12例 

金属パッチテスト:115 例の患者のうち 79 例で施

行した。 

 

（倫理面への配慮） 

生検・金属パッチテストを施行する際は、十分な

インフォームコンセントを行った後書面にて同意

書を作成する。 

 

C. 研究結果 

爪扁平苔癬と金属との関連性: 

115 例の病変部位では、粘膜病変を含む症例は

70％以上みられた。 

病変部位の部位別頻度では口腔粘膜が 52％と最

も多く、次いで四肢が 21％で、爪は 17％でみられ

た。金属パッチテストを 79例で施行した。そのう

ち 30％の症例はいずれかの金属に陽性を呈した。

扁平苔癬の発生部位別に金属パッチテスト陽性率

をみたところ、口腔病変がある患者( OLP )の陽性

率は 27％であったのに対し、爪に病変のある患者

( NLP )での陽性率は 59％であった（59%, vs. 27%, 

p<0.05) 
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Figure 1. 扁平苔癬患者 115名の病変部位(a)および

病変の頻度(b)  
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D.考察 

扁平苔癬患者における金属パッチテスト陽性率は

30％であった。金属パッチテストの陽性率は金属

によって異なるが、日本皮膚接触皮膚炎学会

（JCDRG） 1994での陽性率の集計の 1位である

Co が 17.3％の陽性率であることと比較すると今

回の陽性率は扁平苔癬患者では高い傾向がみられ

た。パッチテスト陽性患者の病変部位をみてみる

と、爪扁平苔癬（NLP）で陽性である率が高く、

口腔粘膜扁平苔癬（OLP）における金属パッチテ

ストの陽性率と比較し有意に陽性率が高いことが

わかり、NLPと金属の関連性が疑われた。 

 

E. 結論 

これまで扁平苔癬は OLPにおいては、歯科金属の

関与が重要視されてきていたが、今回の検討でむ

しろ NLP の金属パッチテスト陽性率が高いこと

が明らかになった。 
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